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5)糖尿病患者の死因

金子 兼三 (長岡赤十字病院内科)

昭59.5から平3.5での間に DM 患者388例で認At'

r'Ilた致死的合併症について検討 した.1)脳血管障書

は3･4例.うち27例 (男17例.女lO例)が脳梗塞で,発症

時年令は43-79才.平均63才. 3例で 2回以_l二発症.

脳11-IiLfllは3例で,2例が高血圧合併例,2)冠動脈疾患

は22例.狭心症は8例 (弔7f即 で,発症時年令は35-

69才,I平均55F.そJlぞわ3例が fTrCA.A-{二バ†′こ

て術を施行され 後に3例で AMl併発.AMIは17侍り

(男11例.女6例)で.発作時年令は43-76才.平均62才,

大半例が無痛性であ--〕た.3)癌併発例は32倒 し男22例,

女1()例.･J12-81才,平均62才).大腸癌. 胃癌がおのお

の9例と多く､tic(1 総胆管癌,肺癌,勝既成がそれ

ぞれ 2例.小 死亡例は32倒 しEJi18例, 女̀14例.死亡時

年令46--83才,平均65才-).死矧 ･土 AMI,心不全 7例

(突然死2例1､脳梗塞!l例,腎不全 :3例 (突然死 1例工

肝硬変 3例.癌13例 (胃癌 ニi例､大腸癌 在IT)ぴに fLICC

2例など)などである.

6)ftJ油糾 ]'甘本健康診査iこおけ る糖味病 スクリ-
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｢糖尿病の家族歴のある老｣ を拾い上げ二次で随時血糖

り与S),i/ibAle(正常上限5.90訂1円 を測定.BSョoo

ll()mg:dl未満かつ トlbAIc6.090未満は興常な し.そ

れ以外を三次とLて 75g(二X;′lv【'施行 し結果1ト･次1

総受診者15,483名.二次対象者は尿糖972名,肥満492

名.家族歴615名L7)計 2.()79名.仁二次日.糖尿 J:賛医

療270,6異常な し200･..｢肥満JL:FA]:医療59｡,鞄常なし46

Q/.∴ ~家族歴_｣:要医療5.0｡鞄常在 LL130 . . 仁:.汰)対象

1.047名t')うち518名受診.全体では糖尿病型 (I))12

%,境界型 (B)75%,正常塾 梱 )13%,｢尿糖｣:D

2 3 0 0 .(cutoff値)75gOGTT の結果よりBSは cle∬

に分別できる値の設定は困難であった.HbAIcは 606

以上で1)が増加 しNが減少することより696の設定は妥

当と思われた申

7)微禄尿 蛮｢~1検 出 キ ッ ト ｢アル ブ ミンテ ス ト｣

(三和化学 )の臨床的意義

羽田久美子 中北見 明美
佐藤 巌 (南 部 郷 緩 禽 病 院)

谷 品行 (新潟大学第-内翻)

当院糖尿病外来に通院中の糖尿病患者54名 (うち Ⅱ}

DM 2名)の外来受診前夜の夜間尿と当日の外来スポッ

ト尿を用い,それぞオ=こ対 して ｢ー′'′L7+ミンチスト｣を

施行 し,夜間尿に対 して RIA 法を用いた尿中ア′しブミ

ン排酢濃度,尿中~ナ',し-ナミン排胆最 (AfミR)を測定 し

比較検討 した.夜間尿 ‖'′しゾ ミン:i-一八ト｣陰性で外来

スポット尿 ｢アルプミソテス ト｣陽性例は認められたが,

外来 スボ ･リ卜尿で r-]'′Lイ ミンナス ト_t陰性例では夜間

尿｢丁′L･ブ ミンナて卜｣は陰性で,All:R2OlLE;7mjn以

下すなわち,normoa_lbuminuriこlであると判定で きた.

安価で迅速に判定でき.腎症の follow upに役立-.パ)

のLtI思われた.

8日拒急仲 仕状 粧 条患 舌のフ/レク トサ ミンL-71

検討

吉岡 光明 e山川 能美
斉藤 秀晃 (県立嘩東病院内科き

1989年 lrL-Li)1991年5月LT)17ケ月間に18名 (弔5

名女̀13名)の亜急性甲状腺炎患者を経取 した. こL')うf)

未治療時に採血できた13名LJ')IJJL''トサ ミンを検討 した,

BMIJ社tT)旧法 (すりカビ一･一)で測定 したil名(.･り一丁,i-ク

腺 炎よir･)も更に有意に低値を示 Lた (p<().05).その

後,キ LIJ卜の改善に伴い. t~-,シ∴1杜の新法で測定 した

FLmOl,:1に比 して有意た変化はなか--,た. こC'lI京因とし

て. 新法で測定 した症例し:')中には 甲状腺機能検査で

F＼,ee-T4が正常例:1名と軽症例が多か--.,た.更に Albu-

に比 して有意に高値 (p<0.05)などが考えET-'わた.


